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あまの　あきこ ● プロフィール

鍵屋14代目天野修の次女として江

戸川区に生まれる。共立女子高校１

年生の時に女子柔道日本代表に選ば

れ、福岡国際大会の48キロ級で銅メ

ダルに。日本大学卒業後に２年間、

花火製造の修業後、花火プロデュー

サーとしてデビュー。2000年１月、

15代目を襲名、現在に至る。

巻頭トーク 巻頭トーク 

夏は花火でストレス解消！ 夏は花火でストレス解消！ 
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司
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師
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ま
す
。
で
す
か
ら
、
主
催
者
席
の
近
く
に
場
所
取
り
を

す
る
の
が
理
想
的
で
す
が
、
実
際
に
は
混
雑
す
る
の
で

か
な
り
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
屋
外
な
ら
、
風
上
で
、
見
上
げ
る
角
度
が

45
度
以
内
に
な
る
よ
う
な
位
置
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
理
由
は
、
風
下
は
花
火
の
煙
が
流
れ
て
き
て
見
え

に
く
く
な
る
こ
と
、
見
上
げ
る
角
度
が
45
度
以
上
で
は

首
が
疲
れ
る
か
ら
で
す（
笑
）。

井
上

合
理
的
な
理
由
で
す
ね（
笑
）。
私
は
写
真
が
趣

味
で
、
打
ち
上
げ
花
火
を
撮
影
し
た
こ
と
が
何
度
か
あ

る
の
で
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
高
さ
や
広
が
り
具
合
の
予

想
が
つ
き
ま
せ
ん
か
ら
、
全
体
を
入
れ
こ
む
の
が
難
し

い
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

天
野

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
玉
の
場
合
、
３

０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
上
空
で
、
３
０
０
メ
ー
ト
ル
程

度
広
が
り
ま
す
か
ら
…
。
写
真
と
言
え
ば
近
頃
、
携
帯

電
話
や
使
い
切
り
の
カ
メ
ラ
を
夜
空
に
向
け
て
い
る
人

を
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
肉
眼
で

池
崎

天
野
さ
ん
は
江
戸
花
火
の
老
舗
・
鍵
屋
の
15
代

目
で
、
女
性
は
創
業
以
来
初
め
て
だ
そ
う
で
す
ね
。

天
野

え
え
。
今
年
で
創
業
３
４
６
年
に
な
り
ま
す
が
、

14
代
目
の
父
に
は
子
ど
も
が
女
３
人
で
、
小
学
２
年
生

か
ら
花
火
師
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
た
次
女
の
私
が

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

井
上

鍵
屋
さ
ん
と
言
え
ば
、
打
ち
上
げ
花
火
で
観
客

が
発
す
る
「
か
ぎ
や
あ
ー
」
と
い
う
掛
け
声
に
象
徴
さ

れ
る
ほ
ど
に
有
名
で
す
が
、
い
つ
頃
か
ら
そ
う
な
っ
た

の
で
す
か
？

天
野

享
保
18
年（
１
７
３
３
年
）、
全
国
的
な
大
飢
饉

と
疫
病
に
よ
る
死
者
の
霊
を
慰
め
厄
払
い
を
祈
願
す
る

水
神
祭
と
し
て
行
わ
れ
た
「
両
国
の
川
開
き
」で
、
鍵

屋
初
代
弥
兵
衛
が
20
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
た
の
が
、

花
火
大
会
の
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。

文
化
５
年
（
１
８
０
８
年
）
に
は
、
番
頭
に
の
れ
ん

分
け
し
て
玉
屋
の
屋
号
を
与
え
ま
し
た
。
川
開
き
の
花

火
は
、
両
国
橋
を
境
に
し
て
上
流
を
玉
屋
、
下
流
を
鍵

屋
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

井
上

そ
れ
で
、「
か
ぎ
や
あ
ー
」「
た
ま
や
あ
ー
」
な

の
で
す
ね
。

天
野

鍵
屋
は
幕
府
御
用
達
の
花
火
屋
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
き
っ
と
掛
け
声
も
、
大
声
を
出
す
よ
り
黙
っ
て
花

火
を
見
る
の
が
武
家
の
た
し
な
み
、
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
玉
屋
は
将
軍
の
日
光

御
社
参
の
前
夜
に
失
火
し
て
、
所
払
い
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
…
。

池
崎

県
医
師
会
で
は
昨
年
ま
で
、
旧
医
師
会
館
（
県

医
療
セ
ン
タ
ー
）で「
花
火
鑑
賞
会
」
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
千
葉
市
民
花

火
大
会
が
居
な
が
ら
に
楽
し
め
る
、
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
建
物
が
取
り
壊
さ
れ

て
し
ま
い
、
残
念
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
花
火
を
鑑
賞
す
る
良
い
位
置
と
い
う
の

は
、
あ
る
の
で
す
か
？

天
野

花
火
は
通
常
、
主
催
者
席
を
中
心
に
打
ち
上
げ

天野安喜子 さん
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天
野

そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
安
喜
子
の

「
喜
」
は
観
客
の
皆
さ
ん
を
喜
ば
せ
る
こ
と
に
通
じ
ま

す
か
ら
、
こ
れ
は
も
う
花
火
師
以
外
の
何
者
で
も
あ
り

ま
せ
ん
ね
（
笑
）。

お
医
者
さ
ん
と
言
え
ば
、
花
火
大
会
の
主
催
者
本
部

に
は
万
一
に
備
え
て
、
眼
科
を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方

が
待
機
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
大
会
運
営
に
欠

か
せ
な
い
裏
方
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
お
医

者
さ
ん
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

池
崎

花
火
大
会
は
、
日
本
人
の
暑
気
払
い
、
消
夏
法

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
「
ス
ト
レ
ス
解
消
」

の
場
と
し
て
の
効
用
も
あ
り
ま
す
ね
。

天
野

は
い
。
花
火
大
会
に
来
ら
れ
た
方
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
に
も
、
そ
れ
が
顕
著
で
す
。「
花
火
を
見
て

得
た
も
の
」と
い
う
問
い
に
は
、「
感
動
、
明
日
へ
の
活
力
、

ス
ト
レ
ス
解
消
、
爽
快
感
、
夏
の
実
感
」
な
ど
が
あ
り
、

回
答
者
の
９
割
前
後
の
方
々
が
「
ス
ト
レ
ス
が
発
散
で

き
た
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

現
代
の
日
本
人
は
人
と
の
交
流

を
苦
手
と
し
、
集
団
と
し
て
の
喜

怒
哀
楽
の
感
情
を
素
直
に
表
現
す

る
場
を
失
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
、

花
火
と
い
う
「
光
と
音
と
迫
力
の

非
日
常
世
界
」に
触
発
さ
れ
、
人

間
本
来
の
情
緒
反
応
が
引
き
出
さ

れ
て
「
感
動
」
を
す
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

な
ぜ
な
ら
、
花
火
の
醍
醐
味
は
余
韻
を
体
感
す
る
こ

と
に
あ
る
か
ら
で
す
。
余
韻
と
は
、
時
間
的
に
は「
間
」、

空
間
的
に
は
「
残
像
」
と
言
え
ま
す
。
次
の
花
火
が
上

が
る
ま
で
の
間
、
身
体
全
体
で
余
韻
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
の
が
、花
火
師
と
し
て
の
願
い
で
す
。

池
崎

天
野
さ
ん
は
浦
安
市
納
涼
花
火
大
会（
７
月
30

日
）、
市
川
市
民
納
涼
花
火
大
会（
８
月
６
日
）な
ど
の
花

火
大
会
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
見
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

天
野

浦
安
市
納
涼
花
火
大
会
は
、
日
・
月
・
火
・
水
・

木
・
金
・
土
の「
７
曜
」
を
テ
ー
マ
に
「
目
に
す
る
自
然
」

「
手
に
ふ
れ
る
自
然
」
を
、
約
７
２
０
０
発
の
花
火
と
音

楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現
し
ま
す
。
ま
た
、
市
川

市
民
納
涼
花
火
大
会
は
江
戸
川
区
花
火
大
会
と
の
共
同

開
催
で
す
が
、
県
内
ナ
ン
バ
ー
１
の
発
数（
１
万
４
０
０

０
発
）を
誇
る
大
会
で
す
。

井
上

そ
ん
な
に
多
く
の
花
火
を
打
ち
上
げ
る
の
で
す

か
。
準
備
も
大
変
で
す
ね
。

天
野

鍵
屋
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
大
会
で
は
、

前
年
の
冬
か
ら
準
備
を
始
め
ま
す
。
テ
ー
マ
を
決
め
、

１
時
間
15
分
ほ
ど
の
時
間
制
限
の
中
で
、
い
つ
ど
ん
な

花
火
や
音
楽
を
使
う
か
を
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
に
し
、

そ
れ
に
応
じ
た
花
火
を
製
造
現
場
に
発
注
し
ま
す
。
尺

玉
と
呼
ば
れ
る
直
径
30
セ
ン
チ
以
上
の
玉
は
、
作
る
の

に
半
年
ほ
ど
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
花
火

大
会
は
夏
だ
け
で
な
く
、
秋
祭
り
や
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

な
ど
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
製
造
現
場
は

年
中
フ
ル
稼
働
で
す
。

花
火
大
会
当
日
は
、
90
人
を
超
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
ま

と
め
役
に
な
り
、
点
火
の
指
示
を
出
す
の
で
す
が
、
打

ち
上
げ
に
失
敗
す
れ
ば
花
火
は
た
ち
ま
ち
爆
弾
に
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
一
瞬
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
鍵
屋
で
は
父
の
考
案
で
、
21
年
前
か
ら

遠
隔
操
作
に
よ
る
電
気
点
火
方
式
を
採
用
し
て
お
り

ま
す
。

井
上

「
安
全
第
一
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
私
ど
も

医
師
会
も
「
安
全
で
安
心
な
医
療
を
守
る
」
を
テ
ー
マ

に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
「
医
療

の
安
全
」
は
現
在
、
千
葉
県
医
師
会
が
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
課
題
で
す
。
…
そ
う
言
え
ば
、
天
野
さ
ん
の
お

名
前
に
も
安
全
の「
安
」
が
入
っ
て
い
ま
す
ね
。
生
ま

れ
な
が
ら
に
花
火
師
に
な
る
運
命
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か（
笑
）。

井上雄元 県医師会副会長
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井
上

か
つ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
糸
川
英
夫
さ

ん
の
名
著
『
逆
転
の
発
想
』
に
は
、
一
つ
の
思
考
パ
タ

ー
ン
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
必
要
な
の
は
「
感
謝
・
感

動
・
反
省
」
で
あ
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
現
代

社
会
の
行
き
詰
ま
り
は
ま
さ
に
「
感
謝
・
感
動
・
反
省
」

が
な
い
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

ね
。そ

し
て
、
こ
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
私
ど
も
医
師

に
と
っ
て
も
、
常
に
省
み
る
べ
き
大
事
な
言
葉
で
は
な

い
か
と
痛
感
し
ま
す
。

池
崎

医
師
も
、
こ
の
夏
は
積
極
的
に
花
火
大
会
へ
出

か
け
、
大
い
に
感
動
す
べ
き
で
し
ょ
う
ね（
笑
）。
…
実

は
、
以
前
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
日
本
火
薬
と
い
う
会

社
が
あ
り
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
物
騒
な
社
名
を
つ
け
た

の
か
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
花
火
と
関
係
が
あ

る
の
で
す
か
？

天
野

現
在
の
日
本
化
薬
で
す
ね
。
花
火
の
薬
品
を
取

り
扱
っ
て
い
た
会
社
で
す
。
明
治
時
代
以
降
は
花
火
に

化
学
薬
品
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
関

係
で
医
療
用
の
薬
品
も
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
医
療
と
花
火
に
は
、
意
外
に
共
通
項
が
多
い

も
の
で
す
ね
。

池
崎

医
師
と
花
火
師
の
よ
う
に
、
職
業
名
に
「
師
」

が
付
く
の
も
一
緒
で
す
し
ね（
笑
）。
…
と
こ
ろ
で
、
日

本
の
花
火
と
外
国
の
花
火
の
違
い
は
ど
ん
な
点
に
あ
る

の
で
す
か
？

天
野

例
え
ば
、
花
火
玉
の
形
で
は
外
国
の
も
の
は
円

筒
形
に
対
し
て
日
本
の
も
の
は
球
形
で
す
。
つ
ま
り
開

い
た
後
の
形
が
違
っ
て
き
ま
す
ね
。
中
で
も
球
形
で
何

重
の
層
に
も
な
っ
て
開
く
花
火
は
難
し
く
、
そ
の
た
め

日
本
の
花
火
は
世
界
で
類
を
見
な
い
ほ
ど
精
巧
で
華
麗

と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

鍵
屋
は
明
治
に
入
っ
て
、
10
代
目
が
花
火
を
今
日
の

よ
う
に
丸
く
開
か
せ
、
11
代
目
が
そ
れ
ま
で
赤
橙
１
色

だ
っ
た
「
和
火
」
を
赤
・
緑
・
青
の
発
色
に
成
功
し

「
洋
火
」
へ
と
進
化
さ
せ
、
以
来
、
多
く
の
花
火
師
の
研

究
に
よ
っ
て
次
々
と
新
型
花
火
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
先
人
た
ち
の
技
術
革
新
の
精
神
を
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
も
、
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

井
上

男
性
が
築
い
て
き
た
伝
統
の
上
に
、
女
性
の
新

し
い
感
性
が
加
わ
れ
ば
、
ま
た
別
の
展
開
が
で
き
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
県
医
師
会
も
、
ま
も
な
く
女
性
医

師
部
会
を
新
た
に
設
立
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女

性
の
活
躍
の
場
が
広
が
る
こ
と
が
、
現
状
打
破
へ
の
近

道
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
鍵
屋
15
代
目
と
し
て
の
今
後
の
抱
負
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

天
野

15
代
目
を
襲
名
し
た
直
後
は
、
大
変
な
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
責
任
者
に
な
る
こ
と
は
、
人

間
性
が
大
き
く
問
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
私
の
場
合
は
今

も
、
父
が
そ
れ
と
な
く
カ
バ
ー
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

何
と
か
や
れ
て
い
ま
す
が
…
。

ま
た
、『
代
ご
と
に
何
か
を
残
す
』と
い
う
の
が
15
代

目
に
与
え
ら
れ
た
課
題
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
２
年

前
、
一
念
発
起
し
て
日
本
大
学
芸
術
学
部
大
学
院
に
進

学
し
、
今
春
か
ら
博
士
後
期
課
程
で
学
ん
で
い
ま
す
。

井
上

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
。
天
野
さ
ん
に
お
会
い
し

て
、花
火
大
会
が
ぐ
ん
と
身
近
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
夏
は
、
天
野
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
る
花
火
大

会
に
で
か
け
、「
か
ぎ
や
あ
ー
」の
掛
け
声
と
と
も
に
大
い

に
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

天
野

ぜ
ひ
、
そ
う
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

池
崎

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

巻頭トーク 巻頭トーク 

夏は花火でストレス解消！

池崎良三 県医師会理事
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２０
日
（
水
）
／
２１
日
（
木
）

白
浜
海
女
ま
つ
り

２０
時
５０
分
〜
２１
時
／
３
０
０
発
／
野
島

崎
公
園
＊
荒
天
中
止

２３
日
（
土
）

旭
市
い
い
お
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
０
５
海
浜
花
火
大
会

２０
時
〜
２０
時
５０
分
／
約
３
０
０
０
発
／

飯
岡
海
水
浴
場

第
４３
回
東
京
湾
口
道
路
建
設
促
進

「
富
津
花
火
大
会
」

１９
時
２０
分
〜
２０
時
３０
分
／
約
３
５
０
０

発
／
富
津
公
園
内
＊
荒
天
延
期

第
１５
回
関
宿
ま
つ
り

１９
時
３０
分
〜
２１
時
／
約
１
５
０
０
発
／

関
宿
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
＊
荒
天
延
期

の
さ
か
ふ
れ
あ
い
祭
り
（
野
栄
町
）

２０
時
〜
２１
時
／
約
２
０
０
発
／
の
さ
か

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
＊
荒
天
延

期２６
日
（
火
）

多
古
祇
園
祭
花
火
大
会

２０
時
３０
分
〜
２１
時
１５
分
／
３
６
５
発
／

多
古
道
の
駅
付
近
＊
荒
天
中
止

２７
日
（
水
）

ふ
な
ば
し
市
民
ま
つ
り
船
橋
港
親
水
公

園
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分
／
約
３
０
０
０

発
／
親
水
公
園

２９
日
（
金
）

大
原
海
上
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
／
約
２
０
０
０
発
／
大
原

海
水
浴
場

３０
日
（
土
）

第
２７
回
浦
安
市
納
涼
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
４０
分
／
約
７
２
０
０

発
／
高
洲
海
浜
公
園

一
宮
町
納
涼
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分
／
約
５
０
０
０

発
／
一
宮
海
岸

第
２７
回
鴨
川
観
光
納
涼
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分
／
約
３
０
０
０

発
／
前
原
海
岸

１
日
（
月
）

第
１
０
９
回
水
郷
お
み
が
わ
花
火
大
会

１９
時
〜
２１
時
／
約
８
０
０
０
発
／
小
見

川
大
橋
下
流
利
根
川
河
畔

４
日
（
木
）

お
ん
じ
ゅ
く
花
火
大
会

２０
時
〜
２１
時
／
約
２
５
０
０
発
／
御
宿

中
央
海
岸
＊
荒
天
延
期

５
日
（
金
）

い
わ
い
海
岸
納
涼
花
火
大
会
（
富
山
町
）

１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分
／
約
２
０
０
０

発
／
久
枝
中
央
海
岸
＊
荒
天
延
期

天
津
納
涼
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２１
時
１５
分
／
約
３
０
０

発
／
天
津
漁
港
＊
荒
天
延
期

６
日
（
土
）

第
２１
回
市
川
市
民
納
涼
花
火
大
会

１９
時
１５
分
〜
２０
時
３０
分
／
約
１
万
４
０

０
０
発
／
市
川
市
大
洲
３
丁
目
地
先
の

江
戸
川
河
川
敷

手
賀
沼
花
火
大
会

１９
時
〜
２０
時
３０
分
／
約
１
万
４
０
０
０

発
／
手
賀
沼
湖
畔

松
戸
花
火
大
会
イ
ン
２
０
０
５

１９
時
１５
分
〜
２０
時
３０
分
／
約
８
０
０
０

発
／
江
戸
川
河
川
敷

第
２８
回
千
葉
市
民
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
４５
分
／
約
７
８
０
０

発
／
千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー
ク

銚
子
み
な
と
ま
つ
り
花
火
大
会
（
予
定
）

１９
時
３０
分
〜
２１
時
／
約
４
０
０
０
発
／

銚
子
市
中
央
町
地
先

亀
山
湖
上
祭
・
君
津
市
民
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分
／
約
７
０
０
０

発
／
亀
山
会
館
前
広
場

九
十
九
里
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

２０
時
３５
分
〜
／
約
１
５
０
０
発
／
片
貝

中
央
海
岸
＊
荒
天
延
期

富
里
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

２１
時
３０
分
〜
２２
時
／
約
１
０
０
０
発
／

富
里
中
学
校
＊
荒
天
延
期

ふ
る
さ
と
大
栄
夏
ま
つ
り
２
０
０
５

１６
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分
（
祭
り
開
催
予

定
時
間
）／
約
２
０
０
０
発
（
予
定
）
／

ニ
ホ
ン
・
オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
・
カ
レ
ッ

ジ
（
日
栄
学
園
）
＊
荒
天
延
期

東
京
ド
イ
ツ
村
第
４
回
袖
ヶ
浦
市
民
ふ

れ
あ
い
夏
ま
つ
り

２０
時
〜
２０
時
３０
分
／
約
２
０
０
０
発
／

東
京
ド
イ
ツ
村
＊
荒
天
延
期

８
日
（
月
）

第
４２
回
館
山
観
光
ま
つ
り
館
山
湾
花
火

大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
４５
分
／
約
１
万
発
／

北
条
海
岸
付
近

１２
日
（
金
）

第
３４
回
か
つ
う
ら
若
潮
ま
つ
り

２０
時
〜
２１
時
／
約
１
８
０
０
発
／
勝
浦

漁
港
周
辺

１３
日
（
土
）

第
１５
回
横
芝
町
町
民
花
火
大
会

１９
時
〜
２０
時
３０
分
／
約
５
０
０
０
発
／

ふ
れ
あ
い
坂
田
池
公
園

１４
日
（
日
）

夷
隅
町
ふ
れ
あ
い
納
涼
ま
つ
り

２１
時
〜
／
約
３
０
０
発
／
苅
谷
横
丁
通

り
（
予
定
）
＊
荒
天
延
期

１５
日
（
月
）

木
更
津
港
ま
つ
り
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２１
時
／
約
５
０
０
０
発
／

木
更
津
港
内
港

大
浦
盆
祭
り
花
火
大
会

２０
時
〜
２１
時
／
約
３
０
０
発
／
匝
瑳
保

育
園
＊
荒
天
未
定

１６
日
（
火
）

水
郷
佐
原
花
火
大
会

１９
時
〜
２０
時
３０
分
／
約
３
０
０
０
発
／

水
郷
大
橋
下
流
利
根
川
河
畔

小
湊
納
涼
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
１５
分
／
約
３
０
０

発
／
小
湊
漁
港
＊
荒
天
延
期

１９
日
（
金
）

養
老
渓
谷
花
火
大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
４５
分
／
約
１
５
０
０

発
／
養
老
渓
谷
温
泉
街
＊
荒
天
延
期

２０
日
（
土
）

第
３１
回
八
千
代
ふ
る
さ
と
親
子
祭
花
火

大
会

１９
時
３０
分
〜
２０
時
４５
分
／
約
５
０
０
０

発
／
八
千
代
市
総
合
運
動
公
園
周
辺

第
１６
回
四
街
道
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

２０
時
〜
２０
時
３０
分
／
約
２
０
０
発
／
中

央
公
園
＊
荒
天
中
止

２７
日
（
土
）

第
３０
回
流
山
花
火
大
会

１８
時
３０
分
〜
２０
時
／
約
３
５
０
０
発
／

江
戸
川
堤

ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
さ
か
え
２
０
０
５

花
火
大
会
（
仮
）

２０
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分
／
約
１
５
０
０

発
／
栄
町
町
民
Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド
＊
荒
天

延
期

館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
第
７
回
花
火

大
会

２０
時
〜
２０
時
５０
分
／
約
１
０
０
０
発
／

館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

７
月

８
月

2005年
県　内
花火大会
ガイド

鍵屋の「仕掛け花火」
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児
救
急
医
療
の
現
状
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い
ま
、
小
児
救
急
医
療
や
そ
れ
を
担
う
小
児
科
医

不
足
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
師

不
足
は
、
特
に
救
急
医
療
に
お
い
て
、
深
刻
で
す
。

そ
こ
で
県
医
師
会
編
集
広
報
委
員
会
で
は
、
県
内
23

の
地
区
医
師
会
を
対
象
に
し
た
「
小
児
救
急
医
療
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
を
実
施
し
、
千
葉
県
の

小
児
救
急
医
療
の
現
状
分
析
を
試
み
ま
し
た
。

初
期
救
急
医
療
の
体
制
整
備
に
は
限
界
が
…

小
児
救
急
医
療
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
「
初
期

（
１
次
）
救
急
医
療
」「
２
次
救
急
医
療
」「
３
次
救
急

医
療
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

初
期
救
急
医
療
は
、
主
に
地
元
の
病
院
の
医
師
が

行
い
、
特
別
な
処
方
や
薬
を
必
要
と
し
な
い
、
最
初

に
受
診
し
て
い
た
だ
く
医
療
で
す
。
た
だ
し
、
一
般

の
救
急
医
療
機
関
が
小
児
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
難

し
い
の
で
、
大
人
と
は
別
に
小
児
の
救
急
体
制
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

各
地
区
医
師
会
で
は
、
地
域
医
療
の
充
実
の
た
め
、

小
児
初
期
救
急
医
療
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
大
抵
、
夜
間
の
20
時
〜
23
時
の
間
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
体
制
が
で
き
て
い
る（
準
備

中
も
含
め
）の
は
、
23
地
区
中
16
地
区
で
す
。
そ

の
他
の
地
区
で
も
、
小
児
救
急
医
療
の
た
め
に
何

ら
か
の
体
制
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
地
区
医
師
会
に
お
い
て
も
小
児
救
急
医
療

の
必
要
性
は
十
分
に
認
知
さ
れ
、
で
き
う
る
限
り

の
体
制
整
備
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
千
葉
県
は
各
地
区
の
人
口
、
医
師

数
、
病
院
数
の
ば
ら
つ
き
が
多
く
、
あ
る
特
定
の

方
式
を
モ
デ
ル
に
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
実
感

で
す
。

小
児
救
急
医
療
は
、
い
ま
や
単
に
医
療
側
だ
け

で
な
く
、
行
政
を
も
含
め
た
場
で
論
じ
ら
れ
る

「
公
的
扶
助
」
的
な
性
格
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

地
区
ご
と
の
体
制
整
備
が
限
界
と
考
え
ら
れ
る
以

上
、
地
区
医
師
会
、
行
政
、
２
次
救
急
医
療
機
関

が
集
ま
り
、
早
急
に
全
県
レ
ベ
ル
で
討
議
す
べ
き

時
が
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

専
門
医
指
向
が
小
児
科
医
師
の
過
剰
負
担
に

小
児
科
医
不
足
は
、
本
来
、
２
次
救
急
医
療
機

関
で
あ
る
大
き
な
病
院
の
小
児
科
で
、
よ
り
顕
著

で
す
。
２
次
救
急
医
療
機
関
は
年
中
無
休
、
24
時

間
体
制
で
す
。
そ
こ
に
勤
務
す
る
小
児
科
医
は
通

常
、月
５
〜
６
回
の
当
直
勤
務（
一
晩
中
寝
な
い
で

働
き
、翌
日
も
通
常
勤
務
）が
あ
り
ま
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
市
川
市（
人
口
40
万
人
）の
場

合
、平
成
13
年
度
の
小
児
救
急
に
関
す
る
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、初
期
救
急
医
療
を
担
当
す
る
夜
間
休

日
急
病
診
療
所
に
は
６
３
０
０
人
が
受
診
、救
急

車
出
動
１
１
７
５
回
、３
病
院
が
輪
番
制
で
行
っ

て
い
る
２
次
救
急
医
療
機
関
に
は
１
・
１
万
人
が

受
診
し
、そ
の
う
ち
１
０
０
０
人
弱
が
入
院
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
入
院
の
必
要
が
な
い
と

考
え
ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
最
初
に
２
次
救
急
医
療

機
関
を
受
診
し
て
い
る
実
態
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

医療最前線 

小
児
救
急
医
療
の
現
状

各
地
区
医
師
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と

大
野
　
京
子

県
医
師
会
編
集
広
報
委
員

小
児
科
医
師
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本
来
、
２
次
救
急
医
療
機
関
は
、
初
期
救
急
医
療

機
関
で
更
な
る
治
療
・
入
院
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
患
者
さ
ん
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
初
期
救
急
医
療
機
関
で
対
応
可
能
と
考
え

ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
集
中
す
る
と
、
緊
急
な
処
置
が

必
要
な
患
者
さ
ん
に
医
師
の
手
が
充
分
に
回
ら
な
く

な
り
、
本
当
の
２
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割

が
果
た
せ
な
く
な
り
ま
す
。
更
に
は
、
本
来
以
上
の

仕
事
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
小
児
科
医
が

疲
弊
す
る
と
い
っ
た
悪
循
環
を
招
く
の
で
す
。

小
児
救
急
医
療
が
、
き
ち
ん
と
役
割
を
果
た
す

た
め
に
は
、
お
子
さ
ん
が
急
病
に
な
っ
た
時
、
保

護
者
の
方
が
慌
て
ず
に
対
処
す
る
こ
と
が
大
事
に

な
り
ま
す（
対
処
法
は
左
上
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
）。
小
児
救
急
医
療
は
、
医
療
機
関
の
選
択
権

の
あ
る
保
護
者
の
救
急
医
療
に
対
す
る
ご
理
解
が

あ
っ
て
こ
そ
、
安
定
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
続
け

ら
れ
る
の
で
す
。

な
お
、
県
医
師
会
で
は
本
年
秋
よ
り
、
初
期
救

急
の
前
段
階
の
”0.5
次
救
急
“
と
し
て
の「
小
児
救

急
電
話
相
談
」
を
開
始
予
定
で
す
。

受
診
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
気
に
な
る
、
解
熱
剤

を
使
用
す
べ
き
か
ど
う
か
な
ど
迷
っ
た
時
に
お
電
話

を
い
た
だ
け
ば
、医
師
や
看
護
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

受
診
と
い
う
形
以
外
で
の
、
救
急
医
療
の
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
で
す
。

県
民
の
皆
様
に
、
上
手
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小児救急医療の分類 

初期(1次)救急医療 
診察・投薬のみ 

2次救急医療 
点滴・検査・入院など 

3次救急医療 
2次救急医療以上に専門的な治療を行う 

夜間の小児急病の対処法 

0.5次救急医療  

発　熱 

○意識がはっきりしていれば、すぐに受診の必要は
　ありません。 
　※翌朝、熱の有無にかかわらず、かかりつけ医を受診しましょう。 
　※解熱剤の使用については、普段、かかりつけ医に相談しておくとよ
　　いでしょう。 

嘔　吐 

○まず、最低2時間、飲んだり食べたりさせないで
　様子を見ましょう。 
　※2時間の間に、再び吐き続けるようなら、受診してください。 

県医師会の電話相談 かかりつけ医の受診 
(2005年秋から設置予定)

■初期救急医療機関の詳細や在宅当番医を調べるには、http://www.qq.pref.chiba.jp/

または、FAXアンサーシステム番号　043(242)4199

千葉市立海浜病院内
夜間救急初期診療部 � 043(279)3131 月～金 19時～6時

土・休日 18時～6時

千 葉 市
休 日 救 急 診 療 所

� 043(244)5353
テレフォンサービス 休日 9時～17時

習志野市急病診療所 � 047(451)4205 毎日 20時～23時

八千代市急病センター � 047(484)1520 毎日 21時～24時

船 橋 市
夜 間 急 病 診 療 所 � 047(424)2327 月～金 21時～6時

土・休日 18時～6時

市川市急病診療所 � 047(377)1222 毎日20時～23時
休日は10時～17時も

浦安市急病診療所 � 047(381)9999 毎日20時～23時
休日は10時～17時も

松 戸 市
夜間小児急病診療所 � 047(360)8900 毎日 20時～23時

柏市医療センター � 04(7163)0119 毎日 19時～22時

流山市休日診療所 � 04(7155)3456 休日 9時～17時

野田市急病センター � 04(7125)1188 毎日 19時～22時

我孫子市休日診療所 � 04(7187)7020 休日 9時～17時

印 旛 市 郡
小児初期急病診療所 � 043(485)3355

月～土 19時～6時
日・祝日 9時～17時

19時～6時

成田市急病診療所 � 0476(27)1116 毎日 19時～23時

四 街 道 市
休日夜間急病診療所 � 043(423)0342 休日 19時～22時

山 武 郡 市
夜 間 急 病 診 療 所 � 0475(50)2511 毎日 20時～23時

長 生 郡 市
夜 間 急 病 診 療 所 � 0475(24)1010 毎日 20時～23時

君 津 郡 市
夜 間 急 病 診 療 所 � 0438(25)6284 毎日 21時～24時

市原市急病センター � 0436(21)5771
毎日 20時30分～

23時30分
休日は 9時～17時も

県 内 の 小 児 初 期 救 急 医 療 機 関

http://www.qq.pref.chiba.jp/


世界の医療制度 

スイス編 
１1

片野　優 
（ジャーナリスト・在ヨーロッパ） 

医
療
保
険
は
民
間
会
社
が
代
行 

          

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
非
常
に
清
潔
で
、高
い

生
活
水
準
を
誇
る
ス
イ
ス
は
、
高
水
準
の
医

療
設
備
が
完
備
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
国
で
は
、
患
者
と
深
い
信
頼

関
係
を
持
つ
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
制
を
と
っ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
す
。 

　
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
は
入
院
施
設
を
持
た
な

い
総
合
医
で
、治
療
も
し
ま
す
が
、自
ら
紹
介

し
た
専
門
医
の
治
療
や
外
科
手
術
に
も
立
会

い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
患
者
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

　
夜
間
の
救
急
病
院
や
24
時
間
開
業
し
て
い

る
常
時
開
設
診
療
所
を
除
い
て
、ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
も
完
全
予
約
制
で
す
。
そ
の
た
め
患
者

は
ほ
と
ん
ど
待
た
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、医
師
は
わ
ざ
わ
ざ
待
合
室
に
出
向
い
て

患
者
さ
ん
に
挨
拶
を
し
、診
察
室
ま
で
案
内

し
ま
す
。 

　
こ
れ
は
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
限
ら
ず
専
門

医
も
同
様
で
、
患
者
が
医
師
に
対
し
て
深
い

信
頼
感
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、こ
の
よ
う
な
医

師
の
振
舞
い
に
あ
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、か

か
り
つ
け
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
が
休
診
の
場
合

で
も
、病
院
に
連
絡
す
れ
ば
代
わ
り
の
医
師

が
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
ス
イ
ス
の
医
療
保
険
制
度
は
、日
本
の
よ
う

に
国
家
が
運
営
す
る
制
度
で
な
い
た
め
、
国

民
は
民
間
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、最
低
限
の
基
本
保
険
加
入
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
保
険
は

掛
け
金
に
よ
っ
て
、入
院
中
の
病
室
を
個
室
に

す
る
か
、２
人
部
屋
に
す
る
か
、一
般
病
棟（
６

人
部
屋
）に
す
る
か
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

内
容
が
異
な
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
出
産
で
す
が
、基
本
保
険
で
は
産

前
７
回
と
産
後
１
回
の
医
師
ま
た
は
助
産
師

に
よ
る
検
診
、本
人
が
属
す
る
州
の
州
立
病

院
で
の
出
産
と
共
同
部
屋
で
の
入
院
、１
０
０

ス
イ
ス
フ
ラ
ン（
約
８
７
０
０
円
）の
出
産
準
備

講
習
と
授
乳
講
習
（
３
回
）が
給
付
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、出
産
に
主
治
医
の
立
会
い
を

求
め
る
場
合
は
、
私
立
病
院
で
の
出
産
と
な

る
た
め
、そ
の
特
約
給
付
の
あ
る
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
大
学
病
院
な
ど
は
厳
し
い
経
費
節
減
が
要

求
さ
れ
人
手
不
足
の
状
況
下
に
あ
る
た
め
、

私
立
病
院
を
頼
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、そ
れ
に
は
よ
り
高
額

な
保
険
料
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
民

間
の
医
療
保
険
は
一
般
的
に
、高
齢
者
ほ
ど
掛

け
金
が
高
く
な
る
の
が
普
通
で
す
が
、ス
イ
ス

で
は
さ
ら
に
男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
高

い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
　 

　
診
察
料
や
薬
代
は
、自
宅
に
請
求
書
が
届

き
、銀
行
振
込
み
で
支
払
い
ま
す
。
そ
の
後
、

保
険
会
社
に
請
求
を
し
、払
戻
し
を
受
け
ま

す
。
し
か
し
、保
険
に
は
被
保
険
者
が
一
定
以

上
の
医
療
費
を
支
払
っ
て
は
じ
め
て
対
象
と

な
る
免
責
金
額
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
被
保

険
者
は
免
責
金
額
を
越
え
た
場
合
の
み
90
％

の
還
付
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
免
責
金
額
は
、年

間
２
３
０
〜
１
５
０
０
ス
イ
ス
フ
ラ
ン（
約
２
万

円
〜
13
万
１
０
０
０
円
）の
幅
が
あ
り
ま
す
。 

　
免
責
金
額
が
小
さ
い
ほ
ど
保
険
料
が
高

く
な
る
の
で
、
持
病
の
あ
る
人
は
別
と
し
て

通
常
は
免
責
金
額
が
最
も
高
く
、
保
険
料

が
最
も
安
い
１
５
０
０
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
の
設
定

を
選
ぶ
人
が
多
い
よ
う
で
す
。 

　
そ
し
て
、ス
イ
ス
人
が
”な
る
べ
く
医
者
に

か
か
ら
な
い
“
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
、医
療
が 

”お
金
次
第
“
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
も
否

め
ま
せ
ん
。 
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目
に
入
る
も
の
す
べ
て
が
茶
色
が
か
っ
た
古
ぼ
け
た
診
察

室
で
、老
先
生
は
、６
歳
と
４
歳
の
娘
の
鼻
に
手
際
よ
く
器

具
を
差
し
込
み
、じ
ぃ
〜
っ
と
覗
き
込
む
。
そ
し
て
、く
る
っ
と

私
の
方
を
向
い
て
、「
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。
様
子
見
ま
し
ょ
う

よ
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
毎
週
の
よ
う
に
、近
所
の
耳
鼻
咽

喉
科
医
院
で
繰
り
返
さ
れ
る
”儀
式
“で
あ
る
。 

　
２
人
の
娘
は
鼻
が
弱
い
ら
し
く
、夜
、眠
っ
て
い
る
時
、鼻
水

が
喉
に
降
り
て
き
て
咳
き
込
む
こ
と
が
多
い
。ヨ
メ
さ
ん
は
、

そ
れ
が
心
配
で
心
配
で
仕
方
な
い
。
私
に
し
て
み
れ
ば
、ぜ
ん

そ
く
と
診
断
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、子
供
が
鼻
水
を

垂
ら
す
な
ど
、昔
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、な

に
ぶ
ん
ヨ
メ
さ
ん
の
心
配
性
が
度
を
過
ぎ
て
い
る
だ
け
だ
と

感
じ
て
い
る
。 

　
し
か
し
、ひ
ど
く
咳
き
込
ん
だ
日
の
翌
朝
や
、私
の
仕
事

の
な
い
土
曜
日
、「
ね
ぇ
、き
ょ
う
、子
供
、連
れ
て
行
っ
て
く
れ

な
い
か
な
」
と
、不
安
げ
に
言
わ
れ
る
と
、や
は
り
仕
方
が
な

い
の
で
あ
る
。 

　
「
い
や
ぁ
、大
し
た
こ
と
な
い
と
は
思
う
ん
で
す
が
、ヨ
メ
さ

ん
が
…
」
―
。
子
供
を
連
れ
て
医
院
へ
出
掛
け
、老
先
生
と
顔

を
合
わ
せ
て
も
、な
ん
と
バ
ツ
の
悪
い
こ
と
。
た
だ
、老
先
生
も

分
か
っ
た
も
の
で「
は
い
、は
い
」
と
、さ
っ
そ
く
診
察
を
始
め
る
。 

　
「
早
く
帰
っ
て
遊
び
た
い
」
と
騒
ぐ
上
の
娘
。「
き
ょ
う
の
お

天
気
は
？
」と
い
う
老
先
生
の
問
い
に
、晴
れ
て
い
る
の
に「
雨
っ
！
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
答
え
る
下
の
娘
。こ
う
な
る
と
、本
当
に

な
に
を
し
に
来
て
る
の
だ
ろ
う
、と
い
う
感
じ
で
、恐
縮
の
極

み
な
の
だ
が
、老
先
生
も
楽
し
そ
う
だ
し
、い
い
の
か
な
、と
い

う
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。そ
ん
な
老
先
生
で
あ
る
。 

　
こ
の
”儀
式
“、な
に
を
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、診
察
を

受
け
、治
療
を
施
さ
れ
て
は
い
る
が
、む
し
ろ
老
先
生
か
ら

「
安
心
」
を
い
た
だ
き
に
参
上
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
な
の
だ

ろ
う
。
医
院
か
ら
子
供
を
ア
パ
ー
ト
に
連
れ
帰
り
、「
き
ょ
う

も
大
丈
夫
だ
っ
て
さ
」
と
い
う
と
、ヨ
メ
さ
ん
は
実
に
ホ
ッ
と
し

た
表
情
を
浮
か
べ
る
。 

　
患
者
や
家
族
に
「
安
心
」
を
施
す
こ
と
が
、医
療
の
原
点

と
思
わ
せ
ら
れ
る
瞬
間
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、ヨ
メ
さ
ん
が
老

先
生
に
「
安
心
」
を
抱
い
て
い
る
の
は
、彼
女
が
急
性
副
鼻
腔

炎
を
患
っ
た
時
、対
応
が
的
確
だ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
の
で
は

あ
る
が
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
安
心
」
が
医
療
の
原
点
と
い
う
思
い

に
と
ら
わ
れ
る
の
は
、先
生
方
か
ら
「
安
心
」
を
得
る
こ
と
が
、

い
か
に
難
し
い
か
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
清
潔
で
明
る
い
待

合
室
や
診
療
室
を
備
え
な
が
ら
、患
者
の
話
を
聞
か
ず
に
一

方
的
に
ま
く
し
立
て
る
先
生
。
検
査
を
重
ね
、慎
重
に
投
薬

す
る
姿
勢
は
分
か
る
も
の
の
、患
者
の
眼
を
見
て
話
さ
な
い

先
生
。
語
り
口
は
優
し
い
け
れ
ど
、次
か
ら
次
へ
と
機
械
的

に
さ
ば
い
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
拭
え
な
い
先
生
。 

　
な
に
ぶ
ん
先
生
と
患
者
の
”相
性
“
と
い
う
と
こ
ろ
は
大
き

い
だ
ろ
う
し
、生
半
可
な
医
療
知
識
で
診
療
の
手
法
を
、素

人
が
判
断
す
る
な
と
叱
ら
れ
そ
う
で
も
あ
る
。
た
だ
、「
安

心
」
を
得
た
い
が
た
め
に
、た
く
さ
ん
の
患
者
た
ち
が
右
往

左
往
し
、さ
ま
よ
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
。せ
ん
越
な
が
ら
、先

生
方
に
は
、い
か
に
患
者
に
「
安
心
」
を
施
し
て
い
く
か
、医

療
知
識
・
技
術
を
存
分
に
生
か
す
た
め
に
も
、ぜ
ひ
、ご
一
考

い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

医 
見 

拝 

聴 
医 
見 

拝 

聴 

ほ
し
い
の
は
「
安
心
」 

時
事
通
信
社
千
葉
支
局
　
鈴
木
　
隆
義 

みんなで高めるいのちの価値 
千葉県医師会健康宣言 

千葉県医師会は、こんな活動を推進しています。 

情報公開 
患者さんと医師との一体感を強める

情報開示につとめ、IT時代にふさわし

い医師会をめざします。 

新世紀の医療へ 
高齢化社会に対応した新しい健康価

値観の創出、環境や生態系との関わ

りを考慮した医療を追求します。 

地域連携 
地域に開かれた医師会として、患者

さんの団体やボランティア団体、行政

との連携をさらに深めます。 

9
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ト
ピ
ッ
ク
ス 

平
成
１７
年
度
千
葉
県
医
師
会 

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム 

千
葉
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
・ 

千
葉
県
医
師
会
懇
談
会 

　
平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
介
護
保

険
は
、当
初
か
ら
５
年
後
の
見
直
し
が
決
定
し
て
い

ま
し
た
が
、昨
年
か
ら
種
々
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
見

直
し
作
業
も
終
わ
り
、現
在
、国
会
で
最
後
の
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
介
護
保
険
の
利
用
が
大
き
く
の
び
て
財
源
へ
の

圧
迫
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、永
続
性
の
あ

る
制
度
構
築
を
中
心
に
、介
護
保
険
料
の
見
直
し
、

給
付
の
見
直
し
、給
付
の
重
点
化
、給
付
の
適
正
化

を
行
い
、介
護
度
の
重
度
化
を
防
ぐ
た
め
予
防
重

視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
図
る
方
向
に
改
正
さ
れ

ま
す
。 

　
例
え
ば
、給
付
の
適
正
化
と
い
う
点
で
は
、施
設

に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
ホ
テ
ル
コ
ス
ト（
住
居
費
・

食
事
費
）が
自
己
負
担
に
な
り
、そ
の
分
だ
け
介
護

報
酬
が
減
額
さ
れ
、在
宅
の
方
と
の
給
付
に
差
が
な

い
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
介
護
予
防
」
と
い
う

概
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
、要
介
護
者
の
重
度
化
を

防
ぐ
事
に
よ
り
介
護
コ
ス
ト
の
低
減
化
を
図
る
こ

と
が
主
眼
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
た
な
介
護
保
険
は
平
成
18
年
度
か
ら
逐
次
実

施
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
に
伴
う
介
護
報
酬
も
こ
れ
か

ら
来
年
に
か
け
決
定
を
み
、来
年
４
月
１
日
よ
り
新

主 主 

張 張 

守
　
正
英 

（
県
医
師
会
理
事
） 

医
療
・
保
健
・
福
祉
が 

一
体
化
し
た
介
護
保
険
へ 

   
　
５
月
１９
日
、「
平
成
17
年
度
千
葉
県
医
師
会
メ
デ
ィ

カ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
県
医
師
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
役
に
立
つ
医
療
の
話
」で
、患
者
さ

ん
の
代
表
と
県
庁
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課
の
皆
さ

ん
、そ
し
て
県
医
師
会
役
員
が
集
い
、１
時
間
３０
分
に
わ

た
る
有
意
義
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

　
藤
森
宗
徳
県
医
師
会
会
長
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、

来
賓
を
代
表
し
て
望
月
重
夫
千
葉
県
難
病
団
体
連
絡

協
議
会
会
長
は
「
県
医
師
会
が
常
々
、私
ど
も
患
者
の

立
場
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
さ
れ
、こ
の
よ
う
な
会
を

開
催
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
挨

拶
。 

　
引
き
続
き
、「
混
合
診
療
に
つ
い
て
」（
講
師
・
鈴
木

満
理
事
）
と 

「
喫
煙
の
健

康
被
害
に
つ

い
て
」（
講
師
・

秋
葉
則
子
理

事
）の
２
題
の

講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
参

加
さ
れ
た
患

者
団
体
は
、

全
国
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
友

の
会
千
葉
県
支
部
、千
葉
県
腎
臓
病
協
議
会
、日
本
リ

ウ
マ
チ
友
の
会
千
葉
支
部
、全
国
膠
原
病
友
の
会
千
葉

県
支
部
、ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会
千
葉
県
支
部
、千
葉

県
ス
モ
ン
の
会
、日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
千
葉
県
支
部
、千
葉

肝
臓
友
の
会
で
す
。 

　
ま
た
、県
庁
か
ら
は
槻
舘
俊
男
健
康
増
進
課
長
を
は

じ
め
、疾
病
対
策
室
の
加
藤
岡
知
子
主
査
、瀧
本
み
さ

と
主
事
、塩
入
育
ア
レ
ル
ギ
ー
相
談
担
当
の
皆
さ
ん
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

　 

   

　
４
月
21
日
、「
千
葉
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
・
千
葉
県
医

師
会
懇
談
会
」
が
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
千
葉
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
談
会
は
、医
師
会
と
マ
ス
コ
ミ
の
相
互
理
解

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、今
回
で
２
回
目

で
す
。
今
回
は
、い
ま
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る

「
小
児
救
急
医
療
の
現
状
」
に
つ
い
て
県
医
師
会
編
集

広
報
委
員
会
委
員
で
も
あ
る
大
野
京
子
医
師
が
講
演
。

記
者
の
皆
さ
ん
も
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
さ
れ
た
報
道
各
社
は
、朝
日
新
聞
社
、共
同

通
信
社
、産
経
新
聞
社
、時
事
通
信
社
、千
葉
テ
レ
ビ

放
送
、千
葉
日
報
社
、東
京
新
聞
、日
本
経
済
新
聞
社
、

毎
日
新
聞
社
、読
売
新
聞
社
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
で

す（
順
不
同
）。 

 

（左から）開会挨拶をする吉岡英征県医師会広報担当理事、藤森宗徳県医師会会長、 
望月重夫県難病団体連絡協議会会長 
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介
護
報
酬
点
数
に
な
り
ま
す
。
医
療
の
診
療
報
酬

も
同
時
に
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、私
た
ち
医
療
人

に
と
っ
て
も
、利
用
さ
れ
る
方
々
に
と
っ
て
も
気
が
か

り
で
す
。
介
護
保
険
の
範
囲
に
つ
い
て
は
平
成
19
年

ま
で
に
結
論
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、今
後
も
目
が

離
せ
な
い
状
態
が
続
き
ま
す
。 

　
県
医
師
会
は
、平
成
10
年
か
ら
医
療
部
で
介
護

保
険
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、医
療
制
度
改
革

の
進
行
に
伴
い
、昨
年
４
月
に
新
た
に
介
護
部
を
設

置
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
に
お
け
る
私
た
ち
医
師

の
関
わ
り
は
、①
主
治
医
意
見
書
の
作
成
、②
介
護

認
定
審
査
業
務
、③
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、④
訪
問

診
療
な
ど
の
ほ
か
、苦
情
処
理
委
員
会
や
県
・
市
町

村
と
の
意
見
調
整
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
で
、多
忙
な
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
り
に
く
い
と
い
う
ご
批
判
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の

介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
い
、主
治
医
意
見
書
作

成
業
務
や
認
定
審
査
業
務
に
新
た
な
項
目
が
増
え

る
こ
と
で
、医
師
の
負
担
も
増
大
し
ま
す
。
県
医
師

会
と
し
て
は
、会
員
医
師
の
介
護
保
険
に
対
す
る

積
極
的
な
対
応
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
研
修
会

を
実
施
す
る
と
共
に
、県
医
師
会
と
し
て
介
護
保

険
等
検
討
委
員
会
・
地
区
医
師
会
介
護
保
険
担
当

理
事
連
絡
協
議
会
を
頻
繁
に
開
催
し
、行
政
へ
の

意
見
具
申
あ
る
い
は
日
本
医
師
会
へ
の
意
見
具
申

な
ど
、介
護
保
険
の
充
実
に
向
け
て
努
力
し
て
お
り

ま
す
。 

　
医
療
・
保
健
・
福
祉
が
一
体
化
し
た
介
護
保
険
の

実
現
の
た
め
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

ジ ー ペ の 会 師 医 県 

医
師
会
へ
の
ご
質
問
は
中
綴
じ
の
「
は
が
き
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、個
別
の
病
気
の
ご
質
問
に
は
応
じ
か
ね
ま

す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

QA
水
ぼ
う
そ
う
、お
た
ふ
く
か
ぜ
の
任
意
の
予
防

接
種
を
、子
供
に
受
け
さ
せ
た
ほ
う
が
良
い
で

し
ょ
う
か
？ 

 
　
小
児
科
医
の
立
場
か
ら
し
ま
す
と
、水
ぼ
う
そ
う
や

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
は
で
き
れ
ば
や
っ
て
お
い
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
お
た
ふ
く
か
ぜ
で
は
年
齢
が
低
い
ほ
ど
症
状
は
軽
く

て
す
み
ま
す
が
、年
齢
が
進
む
と
症
状
も
激
し
く
合
併

症
の
起
こ
る
確
率
も
高
く
な
り
ま
す
。お
た
ふ
く
か
ぜ
の

合
併
症
で
最
も
多
い
の
が
、ウ
イ
ル
ス
性
髄
膜
炎
で
す
。症

状
の
出
な
い
ご
く
軽
い
も
の
を
含
め
る
と
、患
者
さ
ん
の

約
半
数
が
か
か
っ
て
い
て
、そ
の
う
ち
の
お
よ
そ
10
％
に
ひ

ど
い
症
状
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ば
か

り
で
な
く
１
万
５
千
人
に
１
人
の
割
合
で
、片
耳
の
難
聴

が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
思
春
期
以
降
に
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た
場
合
、男

子
で
は
睾
丸
炎
、女
子
で
は
卵
巣
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
男
子
で
は
不
妊
症
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
、精
子
が
で
き
な
い
な
ど
の
後
遺
症
は
な
ん

と
睾
丸
炎
の
約
13
％
程
度
に
及
び
ま
す
。で
す
か
ら
、３

歳
以
降
に
な
っ
て
も
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
な
っ
て
い
な
い
場
合

は
、で
き
る
限
り
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ

し
接
種
を
受
け
て
も
、５
〜
10
％
の
人
は
お
た
ふ
く
か
ぜ

の
症
状
が
出
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
の
で
、予
防

接
種
は
必
ず
し
も
完
全
で
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。 

　
同
様
に
、水
ぼ
う
そ
う
も
年
齢
が
高
く
な
る
と
症
状

が
重
く
な
り
ま
す
。６
歳
ま
で
に
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
ら

な
か
っ
た
場
合
は
、予
防
接
種
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
あ
る
人
は
重
症
化
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、予
防
接
種
は
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
は
、ほ
か
の
ワ
ク

チ
ン
よ
り
も
や
や
有
効
率
が
低
く
、20
〜
30
％
は
接
種
を

受
け
て
も
あ
と
で
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、症
状
は
軽
く
す
ん
で
い
る
の
で
全
く
効
果
が
な

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。ま
た
、水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
、帯
状
疱
疹
も
予
防
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
広
己（
県
医
師
会
理
事
） 

QA
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
は
健
康
保
険
の
範
囲
な
ら
種

類
や
時
期
が
限
定
さ
れ
ま
す
が
、そ
れ
を
超
え

て
行
っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
の

で
す
か
？ 
 

　
通
常
、腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
検
査
は
、「
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
は
、

診
察
、腫
瘍
マ
ー
カ
ー
以
外
の
検
査
、画
像
診
断
等
の
結

果
か
ら
、悪
性
腫
瘍
の
患
者
で
あ
る
こ
と
が
強
く
疑
わ
れ

る
も
の
に
対
し
て
検
査
を
行
っ
た
場
合
、悪
性
腫
瘍
の
診

断
の
確
定
又
は
転
帰
の
決
定
ま
で
の
間
に
１
回
を
限
度

と
し
て
算
定
す
る
。
」
と
す
る
健
康
保
険
の
ル
ー
ル
に
則
っ

て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
従
っ
て
、何
回
も
検
査
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
外
は
あ
り

ま
す
が
、何
回
も
規
則
を
超
え
て
検
査
を
す
る
と
、検
査

を
含
め
て
診
療
行
為
の
全
て
が
自
己
負
担（
自
費
）に
な

る
の
が
現
在
の
保
険
の
ル
ー
ル
で
す
。 

　
現
行
の
例
外
規
定
で
す
が
、診
断
の
確
定
し
た
患
者

さ
ん
に
計
画
的
な
治
療
管
理
を
開
始
し
た
場
合
に
は
、一

定
の
範
囲
内
で
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
検
査
が
で
き
ま
す
。
ま

た
前
立
腺
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
も
、１
回

目
の
検
査
で
高
値
の
場
合
、３
ヶ
月
ご
と
に
３
回
ま
で
の
検

査
が
で
き
ま
す
。 

　
健
康
保
険
と
自
費
が
混
じ
っ
た
診
療（
混
合
診
療
）は

全
て
自
費
が
原
則
で
す
が
、こ
の
矛
盾
が
規
制
改
革
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
、混
合
診
療
で
も
保
険
で
で
き
る
範
囲

を
許
す
議
論
が
行
わ
れ
、ど
の
範
囲
で
で
き
る
よ
う
に
す 
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ＮＨＫ千葉放送局のＦＭラジオ番組「ひ
るどき情報ちば」（１１時～１２時）内で
放送（周波数：千葉８０.７／銚子８３.９／
勝浦８３.７／館山７９.０）。放送テーマ、
出演医師は変更になる場合があります。
なお、第1火曜日は歯科領域がテーマ
となります。 

「健康メモ」放送予定 

7月12日（火） 
学校で気になる子供たち 
鈴木　新医師 
（夢屋診療所院長） 
 
7月19日（火） 
尿路結石 
丸茂　健医師 
（東京歯科大学市川総合病院泌尿器科部長） 
 
7月26日（火） 
夏バテ、冷房病 
秋葉　則子医師 
（秋葉クリニック副院長） 
 
8月9日（火） 
夏の暑さと心臓について 
～オーバーヒートに注意～ 
関谷　貞三郎医師 
（関谷医院院長） 
 
8月16日（火） 
介護保険について（仮題） 
山崎　政城医師 
（山崎医院院長） 
 
8月23日（火） 
日本脳炎などの予防接種について 
石川　広己医師 
（かまがや診療所院長） 
 
8月30日（火） 
たばこと喉頭がん 
高津　忠夫医師 
（耳鼻咽喉科高津医院院長） 

船橋市医師会 

医師会事務局 
船橋市海神2－13－25 
船橋市中央保健センター内 
 　047（424）4771
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http://www.funa-med.com/

船
橋
市
は
人
口
約
57
万
人
と
な
り
、平
成
15
年
４

月
よ
り
中
核
市
・
船
橋
と
し
て
新
生
し
て
い
ま
す
。 

当
医
師
会
も
医
療
機
関
３
０
７
、会
員
数
５
９
２
人

の
大
所
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
医
師
会
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
夜
間
急
病
診
療
所
を
開
設
し
、市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
三
次
救
急
、11
病
院
に
よ
る
二
次
救

急
、更
に
小
児
科
医
、精
神
科
医
の
参
加
に
よ
る
救
急

医
療
を
完
備
さ
せ
て
い
ま
す
。 

ま
た
現
在
、急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
建

設
が
平
成
20
年
開
設
を
め
ざ
し
て
着
工
さ
れ
て
い
ま

す
。更
に
在
宅
医
療
を
充
実
す
る
た
め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
地
域

医
療
を
め
ざ
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

吉田　幸一郎会長 

千葉県内医療施設 
検索サイトのご紹介 

医療施設検索サイトは、以下のQR
コードからブックマーク登録ができ
ます！　ぜひ、ご利用ください。 
 
http://www.chiba-1.med.or.jp/
　　　medicaldb/i/

1

QA
る
か
を
現
在
、厚
生
労
働
省
が
検
討
し
て
い
ま
す
。
平
成

18
年
に
は
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

　
し
か
し
混
合
診
療
に
も
、ル
ー
ル
を
補
完
す
る
良
い
面
だ

け
で
は
な
く
、大
変
な
欠
点
が
あ
り
ま
す
。自
己
負
担（
自

費
）が
当
た
り
前
に
な
っ
て
健
康
保
険
の
範
囲
が
狭
め
ら
れ

た
り
、低
所
得
者
が
医
学
の
進
歩
を
享
受
で
き
な
く
な
る

心
配
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
風
邪
に
代
表
さ
れ
る
軽
費
医

療
も
自
己
負
担（
自
費
）に
す
る
と
い
う
議
論
が
、財
務
省

の
審
議
会
で
何
度
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
保
険
の

25
％
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
負
担
を
軽
く
す

る
と
い
う
議
論
で
す
。　
　
　
鈴
木
　
満（
県
医
師
会
理
事
） 

　 
 

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、提
供
で
き
る
の
は
６５
歳
ま
で
と
聞
き
ま

し
た
。
も
し
、そ
う
な
ら
そ
の
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。 

 　
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
、１５
歳
以
上
か
ら
で
き
ま

す
。
お
尋
ね
の
上
限
年
齢
に
つ
い
て
は
、医
学
的
観
点
か

ら
、臓
器
ご
と
に
お
お
よ
そ
の
目
安
が
あ
り
、例
え
ば
腎

臓
は
７０
歳
で
す
。
し
か
し
、最
終
的
に
は
、個
別
の
状
況

で
判
断
さ
れ
ま
す
の
で
、年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
カ
ー
ド

に
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
も
、そ
の
意
思
が
ご
家

族
の
誰
か
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
、せ
っ
か
く
の
善
意
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、ご
家
族
が
反
対
の
場

合
も
臓
器
の
提
供
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

　
提
供
で
き
る
臓
器
は
、

心
臓
・
肺
・
肝
臓
・
腎
臓
・

膵
臓
・
小
腸
・
眼
球
で

す
。
心
臓
・
肺
・
肝
臓
・

膵
臓
・
小
腸
・
眼
球
は
、

脳
死
後
、移
植
の
た
め

に
提
供
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

腎
臓
・
膵
臓
・
眼
球
は
、

心
臓
が
停
止
し
た
死

後
で
も
、移
植
の
た
め

に
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ど
の
臓
器
が
移
植
の
た
め
に
提
供
で
き
る
か
は
、お
亡

く
な
り
に
な
る
時
の
医
学
的
な
状
況
を
も
と
に
判
断
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、感
染
症
が
あ
る
方
や
悪

性
腫
瘍
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
臓
器
提

供
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
く
と
も
、ご
家
族
の

書
面
に
よ
る
承
諾
が
あ
れ
ば
、心
臓
が
停
止
し
た
死
後

に
、腎
臓
・
眼
球
・
組
織（
皮
膚
、血
管
、心
臓
弁
、骨
な
ど
）

の
提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、提
供
で

き
る
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
社
）日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
料
よ
り
抜
粋 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.jothw

.or.jp

http://www.jotnw.or.jp/
http://www.funa-med.com/
http://www.chiba-1.med.or.jp/medicaldb/i/


20歳になったら子宮がん検診を！
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子
宮
が
ん
検
診 

ジ ー ペ の 会 師 医 県 
 

家
庭
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス 

子
宮
が
ん
検
診 

 

４ 

平
成
17
年
度
よ
り
、
子
宮
が
ん
検
診
の
対
象
年

齢
が
「
30
歳
以
上
」
か
ら
「
20
歳
以
上
」
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
性
交
開
始
年
齢
の
低
年
齢
化

に
伴
い
、
20
歳
代
で
子
宮
が
ん
に
罹
る
女
性
が
増

え
て
い
ま
す
。
若
い
人
の
「
が
ん
」
は
進
行
も
早

く
、
妊
娠
・
出
産
を
考
慮
し
て
治
療
法
も
狭
め
ら

れ
ま
す
。「
ま
だ
子
宮
が
ん
検
診
の
年
齢
で
は
な

い
」
と
考
え
て
い
る
方
に
、
ぜ
ひ
読
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
は
一
般
的
に
、
子
宮
頚
部
が
ん

検
診
を
指
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
子
宮
内
膜
か
ら

発
生
す
る
子
宮
体
部
が
ん
検
診
は
、
不
正
出
血
な

ど
症
状
の
あ
る
方
の
検
査
で
、
今
後
は
健
康
保
険

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん
検
診
と
共
に
が
ん

検
診
と
し
て
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
人
々
の

認
知
度
も
高
く
、
毎
年
多
く
の
方
が
受
診
さ
れ
、

死
亡
率
も
低
下
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
我
国

の
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
20
％
前
後
で
、

80
％
台
の
欧
米
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸

国
に
比
べ
て
も
非
常
に
低
い
事
が
特
徴
的
で
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
日
本
人
独
特
の
羞
恥
心
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

定
期
的
な
検
診
の
必
要
性
を
認
識
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
は
、
医
師
が
肉
眼
で
視
認
で
き

る
部
位
を
簡
単
な
器
具
で
検
査
で
き
る
た
め
、
苦

痛
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
長
年
の
研
究

に
よ
り
、
が
ん
発
生
の
過
程
が
か
な
り
解
明
さ
れ

て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
怪
し
い
と
思
わ
れ
た
時

は
何
回
で
も
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
（
健
康
保
険

の
対
象
に
な
り
ま
す
）、
悪
化
し
た
場
合
で
も
「
が

ん
」
に
な
る
前
な
ら
簡
単
な
治
療
で
す
み
ま
す
。

現
在
、
子
宮
が
ん
検
診
は
「
が
ん
」
を
発
見
す
る

た
め
で
は
な
く
、「
が
ん
」
に
な
る
一
段
階
前
の
異

形
成
の
段
階
（
遅
く
と
も
早
期
が
ん
の
、
上
皮
内

が
ん
の
段
階
）で
発
見
し
、「
が
ん
」の
芽
を
摘
み

取
る
事
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
定

期
的
に
検
診
を
受
け
て
い
れ
ば
、
突
然
「
が
ん
」
を

告
げ
ら
れ
る
事
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
擦
っ
て
調
べ
る
自
己
採
取
法
も
普
及
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
結
果
が
正
常
と
出
て

も
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
医
師
が
見
て
「
が
ん
」

に
な
り
や
す
い
部
位
、
怪
し
い
部
位
を
確
実
に
擦

過
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
恥
ず
か
し
が
ら

ず
に
、
産
婦
人
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
健
康
教
育
委
員
会

岡
　
　
進（
岡
産
婦
人
科
稔
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

千葉県医師会「健康ひろば千葉」
http://www.chiba.med.or.jp/kenko/

携帯サイト　http://www.chiba.med.or.jp/kenko/i/

子宮がんは、中高年だけの
病気ではありません。
「無症状」が、
最も多い「がん」の
最初の症状です。

「がんのできかた」「検査のしかた」「結果説明」など詳しい情報は、下のホームページ
の【女性と健康→20代・子宮癌検診→詳細情報】で

http://www.chiba.med.or.jp/kenko/
http://www.chiba.med.or.jp/kenko/i/
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情報コーナー 

展
覧
会
＆
イ
ベ
ン
ト 

千
葉
県
文
化
振
興
財
団 

  

千
葉
県
文
化
会
館（
千
葉
市
中
央
区
） 

�
０
４
３（
２
２
２
）０
２
０
１ 

◆
小
椋
　
佳
　
歌
談
の
会 

日
　
時
　
９
月
２
日（
金
）１８
時
３０
分
開
演 

入
場
料
　
Ｓ
‥
４
５
０
０
円
　
Ａ
‥
３
０
０
０
円 

◆
シ
ャ
ン
ソ
ン
お
も
し
ろ
サ
ロ
ン  

コ
ン
サ
ー
ト 

日
　
時
　
９
月
１０
日（
土
）１４
時
開
演 

入
場
料
　
Ｓ
‥
１
２
０
０
０
円
　
Ａ
‥
１
０
０
０
０
円

Ｂ
‥
８
０
０
０
円 

◆
ア
リ
ア
・
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト 

　
第
４
回「
イ
ッ
ヒ
・
ビ
ン
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
」 

　
〜
金
な
い
、モ
テ
な
い
、で
も
友
情
だ
け
は
恵
ま
れ
た

　
　
内
気
男
の「
人
生
冬
の
旅
」〜 

日
　
時
　
９
月
１７
日（
土
）１４
時
開
演 

入
場
料
　
全
席
自
由
＝
２
０
０
０
円 

◆
川
本
喜
八
郎
の
創
作
人
形
に
よ
る
人
形
劇 

　「
南
総
里
見
八
犬
伝
」 

日
　
時
　
１１
月
２０
日（
日
）１１
時
／
１５
時
開
演 

入
場
料
　
全
席
自
由
‥
３
０
０
０
円
 

出
　
演
　
安
藤
由
布
樹
、 

ヴ
ォ
ラ
ー
レ（
二
期
会
ブ
ロ
ッ 

　
　
　
　
ク
活
動
千
葉
） 

青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル（
千
葉
市
中
央
区
） 

�
０
４
３（
２
６
６
）３
５
１
１ 

◆
サ
ン
リ
オ
ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

日
　
時
　
８
月
２０
日（
土
）１１
時
／
１４
時
開
演
 

入
場
料
　
Ｓ
‥
２
５
０
０
円
　
Ａ
‥
１
５
０
０
円（
２
歳

以
下
は
座
席
な
し
で
無
料
） 

◆
輝
け
郷
土
芸
能
　
〜
和
太
鼓
の
競
演
〜 

日
　
時
　
８
月
２８
日（
日
）１３
時
開
演
 

入
場
料
　
全
席
自
由
‥
１
０
０
０
円
 

千
葉
県
東
総
文
化
会
館(

旭
市) 

�
０
４
９（
６
４
）２
０
０
１ 

◆
高
橋
恵
子
　
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル 

日
　
時
　
９
月
４
日（
日
）１８
時
開
演
 

入
場
料
　
全
席
自
由
‥
２
０
０
０
円
　
学
生
‥
１
５
０
０
円 

千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル（
館
山
市
） 

�
０
４
７
０（
２
２
）１
８
１
１ 

◆
あ
わ
音
楽
祭 

日
　
時
　
９
月
２５
日（
日
）１３
時
３０
分
開
演
 

入
場
料
　
全
席
自
由
‥
５
０
０
円 

 

   
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館（
佐
倉
市
） 

企
画
展
示
　
水
辺
と
森
と
縄
文
人 

　
　
　
　
　
┃
低
湿
地
遺
跡
の
考
古
学
┃ 

７
月
３１
日（
日
）ま
で 

　
平
成
１３
年
か
ら
１５
年
ま
で
実
施
し
た
歴
博
の
共
同
研

究｢

縄
文
・
弥
生
農
耕
の
環
境
へ
の
影
響
」の
成
果
を
も

と
に
、新
た
に
出
土
し
た
資
料
で
縄
文
文
化
の
再
発
見

を
試
み
ま
す
。 

入
館
料
‥
一
般
４
２
０
円
、大
高
生
２
５
０
円
、中
小
生
１

１
０
円
／
開
館
時
間
‥ 
９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分
・
入
館

受
付
け
は
閉
館
３０
分
前
ま
で
／
休
館
日
‥
月
曜
日（
祝

日
の
場
合
は
開
館
、翌
日
休
館
） 

1
０
３（
５
７
７
７
）８
６
０
０
　
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

川
村
記
念
美
術
館（
佐
倉
市
） 

世
界
の
呼
吸
法 

┃
ア
ー
ト
の
呼
吸
　
呼
吸
の
ア
ー
ト
 

７
月
９
日（
土
）〜
９
月
４
日（
日
） 

　
ア
ー
ト
の
体
験
お
よ
び
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
を｢

呼
吸｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
紹
介
。絵
画
、彫
刻
、映
像
、写
真
、

音
響
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、身
体
表
現
な
ど
多
彩
な
芸
術
表
現

が
呼
吸
す
る
空
間
が
現
出
し
ま
す
。 

入
館
料
‥
一
般
１
２
０
０
円
、大
高
生
お
よ
び
７０
歳
以
上

１
０
０
０
円
、中
小
生
４
０
０
円
／
開
館
時
間
‥ 
９
時
３０

分
〜
１７
時
・
入
館
受
付
け
は
閉
館
３０
分
前
ま
で
／
休
館

日
‥
月
曜
日（
た
だ
し
祝
日
の
場
合
は
開
館
、翌
日
休
館
） 

1
０
４
３（
４
９
８
）２
１
３
１ 

千
葉
市
美
術
館 

ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展 

〜
広
が
る
絵
本
世
界
 

７
月
９
日（
土
）〜
８
月
２８
日（
日
）　
 　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

の
首
都
ブ
ラ
テ
ィ

ス
ラ
ヴ
ァ
で
２
年

ご
と
に
開
催
さ
れ

て
い
る
世
界
規
模

の
絵
本
原
画
展
の
、

１９
回
展
（
２
０
０

３
年
）
の
受
賞
作

と
日
本
人
作
家
の

作
品
を
中
心
に
展
示
。大
人
も
子
ど
も
も
、揃
っ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。 

観
覧
料
‥
一
般
８
０
０
円
、大
高
生
５
６
０
円
、中
小

生
以
下
無
料
／
開
館
時
間
‥ 
１０
時
〜
１８
時（
金
曜
日

は
２０
時
ま
で
）・
入
館
受
付
け
は
閉
館
３０
分
前
ま
で

／
休
館
日
‥
月
曜
日
（
た
だ
し
７
月
１８
日
は
開
館
、

翌
日
休
館
） 

1
０
４
３（
２
２
１
）２
３
１
１ 

航
空
科
学
博
物
館（
芝
山
町
） 

巨
人
機
展 

８
月
１
日（
月
）〜
１０
月
２３
日（
日
） 

　
ス
ケ
ー
ル
を
超
え
た
寸
法
・
重
量
な
ど
、そ
の
時
代
を

代
表
す
る
大
型
機
を
紹
介
。ま
た
、開
発
等
に
貢
献
し
た

航
空
人
に
つ
い
て
の
解
説
も
あ
り
ま
す
。 

入
場
料
‥
一
般
５
０
０
円
、高
中
生
３
０
０
円
、４
歳
以
上

小
学
生
以
下
２
０
０
円
／
開
館
時
間
‥ 
９
時
３０
分
〜
１７

時
／
休
館
日
‥
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
、８
月

は
臨
時
開
館
） 

1
０
４
７
９（
７
８
）０
５
５
７ 

幕
張
メ
ッ
セ（
千
葉
市
） 

看
護
職
員
募
集
合
同
就
職
説
明
会 

７
月
１６
日（
土
）　
１４
時
〜
１６
時 

　
平
成
１８
年
３
月
に
看
護
師
お
よ
び
助
産
師
養
成

機
関
の
卒
業
予
定
者
な
ら
び
に
看
護
師
・
助
産
師
の

資
格
を
有
す
る
方
が
対
象
で
す
。
該
当
者
は
入
場
無

料
。 

主
催
‥
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
関
東
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
事
務
所 

�
０
３（
５
７
１
２
）３
１
０
１（
事
務
経
理
課
） 

東
京
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
０
５ 

７
月
２３
日（
土
）〜
２４
日（
日
）　
９
時
３０
分
〜
１８
時 

　
新
作
・
限
定
品
・
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
大
集
合
！ 

入
場
料
‥
１
２
０
０
円 

主
催
‥
ニ
ッ
ポ
ン
放
送 

�
０
３（
５
１
６
６
）０
２
８
９ 

２
０
０
５  

千
葉
き
ら
め
き
総
体  

総
合
開
会
式 

８
月
１
日（
月
）　
１３
時
〜
１６
時 

　
県
内
高
校
生
の
ス
テ
ー
ジ
、講
演（
増
田
明
美
さ
ん
）、 

 

”え
ち
う
ら
“に
よ
る
応
援
ス
テ
ー
ジ
な
ど
。一
般
可
・ 

入
場
無
料
。 

主
催
‥
千
葉
県
実
行
委
員
会 

�
０
４
３（
２
２
３
）４
１
２
８ 

第
１１
回
き
ん
め
だ
い
祭
り(

銚
子
市) 

７
月
１７
日（
日
）　 

　
銚
子
の
キ
ン
メ
ダ
イ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
地
元
の
漁
業
者
が
開
催
。作
り
た
て
の
煮
付
け
定

食
や
天
丼
が
味
わ
え
ま
す
。会
場
‥
銚
子
マ
リ
ー
ナ 

�
０
４
７
９（
２
２
）３
２
０
０ 

　
銚
子
市
漁
業
協
同
組
合 

第
４１
回
白
浜
海
女
ま
つ
り(

白
浜
町) 

７
月
２０
日（
水
）〜
２１
日（
木
）　
１８
時
〜 

　
野
島
埼
灯
台
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
中
心
に
行
わ
れ
る

県
内
有
数
の
夜
祭
り
で
す
。ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、フ
ィ
ナ
ー 

レ
直
前
の
総
勢
１
０
０
名
の
た
い
ま
つ
を
手
に
し
た
海 

女
に
よ
る
大
夜
泳
。 

�
０
４
７
０（
３
８
）２
３
６
２ 

　
白
浜
町
観
光
協
会 

木
更
津
港
ま
つ
り(

木
更
津
市) 

８
月
１４
日（
日
）〜
１５
日（
月
） 

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
木
更
津
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
」
で
全
国 

に
知
ら
れ
た
「
や
っ
さ
も
っ
さ
踊
り
」で
ス
タ
ー
ト
し
、

「
花
火
大
会
」で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
す
。 

�
０
４
３
８（
２
３
）７
１
１
１（
内
線
１
８
９
） 

　
木
更
津
市
商
工
観
光
課 

 

愛
・
地
球
博
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催 

記
念
ア
ル
バ
ム
「
川
よ
甦
れ
」 　

開
催
中
の「
愛
・

地
球
博
」
で
行
わ

れ
た
、（
財
）日
本

自
然
保
護
協
会
の

活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト｢

ジ
ャ

パ
ン
・
ラ
ブ
リ
バ
ー

コ
ン
サ
ー
ト｣

を

記
念
し
て
制
作
し

た
Ｃ
Ｄ
を
、本
誌

ご
愛
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す（
左
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。
南
こ
う
せ
つ
作
曲
の
テ
ー
マ
曲｢

川
よ
甦

れ｣

、堀
内
孝
雄｢

河｣
、五
木
ひ
ろ
し
「
千
曲
川
」
な
ど

川
に
ち
な
ん
だ
６
曲
を
収
録
。一
般
シ
ョ
ッ
プ
で
は
販
売

さ
れ
て
い
な
い
プ
レ
ミ
ア
性
の
高
い
Ｃ
Ｄ
で
す
。 

【
ジ
ャ
パ
ン
・
ラ
ブ
リ
バ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
】 

 
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
作 

出
久
根
　
清
　「
あ
め
ふ
ら
し
」よ
り  

２
０
０
３
年 
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ミレニアム 第17号 
発行／社団法人 千葉県医師会 

次号（第18号）は9月中旬の発行予定です。 

県提供のテレビ番組 

千葉テレビ（UHF） 

●
毎
週
金
曜
日 

…
…
…
…
…
２２
時
〜
２２
時
１５
分 

「
躍
動
ち
ば
２１
」 

　
県
政
運
営
に
か
か
る
重
点
施
策
な
ど
の
紹
介 

●
毎
週
土
曜
日 

…
…
…
…
…
２２
時
〜
２２
時
１５
分 

●
毎
週
月
〜
金
曜
日
…
７
時
３５
分
頃
か
ら
３
分
間 

「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
千
葉
県
」 

　
１
週
間
の
県
の
動
き
を
紹
介 

「
千
葉
県
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」 

　
行
事
や
募
集
な
ど
の
お
知
ら
せ 

■「ミレニアム」オリジナル目覚まし時計 
田村紀子(千葉市)・並木房恵(成田市)・飛田義昭(大網
白里町)・山田末子(八千代市)・横山幸枝(柏市) 

■梅園忠著「海辺医草」 
木戸　夫(柏市)・田中庸輔(茂原市)・河野トキ子(千葉
市)・戸山圭輔(我孫子市)・鈴木恵子(市川市)  
個人情報保護のため、お送りいただいた「はがき」などは（社）千葉
県医師会が保管をし、連絡の目的以外に使用することはありません。 

【第16号の読者プレゼント当選者発表】（敬称略） 

〒２６０-００２６ 千葉市中央区千葉港７－１ 
�０４３（２４２）４２７１ 

ブ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー 

ブ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー 

「
ヒ
ゲ
イ
ア
に
魅
せ
ら
れ
て
」 

吉
井
　
功
著
／
自
家
版 

(

Ａ
４
版
１
７
２
ペ
ー
ジ) 
 

    

●
「
地
域
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設 

　
県
で
は
、地
域
で
生
活
す
る
難
病
患
者
や
そ
の
家
族
の

日
常
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、「
地
域
難
病
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
県
内
９
ヵ
所
に
開
設
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、難
病
に
関
す
る
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
総
合
的
な
相
談
、情
報
提
供
、講
演
会
の
開
催
を
は

じ
め
、患
者
会
な
ど
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

﹇
千
葉
﹈独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
千
葉
東
病
院（
千
葉
市

　
　
　
中
央
区
） 

　
1
０
４
３（
２
６
４
）３
６
６
２ 

 

﹇
東
葛
南
部
﹈順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
順
天
堂
浦
安
病
院（
浦
安
市
） 

　
1
０
４
７（
３
５
３
）３
１
１
１（
内
線
２
１
７
９
） 

 

﹇
東
葛
北
部
﹈東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
柏
病
院（
柏
市
） 

　
1
０
４（
７
１
６
７
）９
６
８
１（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
室
） 

 

﹇
印
旛
山
武
﹈成
田
赤
十
字
病
院（
成
田
市
） 

　
1
０
４
７
６（
２
２
）２
３
１
１（
内
線
７
５
０
３
） 

 

﹇
香
取
海
匝
﹈総
合
病
院
国
保
旭
中
央
病
院（
旭
市
） 

　
1
０
４
７
９（
６
３
）８
１
１
１（
内
線
３
１
５
０
） 

 

﹇
夷
隅
長
生
﹈公
立
長
生
病
院（
茂
原
市
） 

　
1
０
４
７
５（
３
４
）２
１
２
１ 

 

﹇
安
房
﹈医
療
法
人
鉄
蕉
会
亀
田
総
合
病
院(

鴨
川
市
） 

　
1
０
４（
７
０
９
９
）１
２
６
１（
カ
ス
タ
マ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
） 

 

﹇
君
津
﹈国
保
直
営
総
合
病
院
君
津
中
央
病
院（
木
更
津
市
） 

　
1
０
４
３
８（
３
６
）１
０
７
１（
内
線
２
８
０
９
） 

 

﹇
市
原
﹈帝
京
大
学
医
学
部
附
属
市
原
病
院(

市
原
市
） 

　
1
０
４
３
６（
６
２
）１
２
１
１（
内
線
１
２
８
７
） 

【
問
合
せ
先
】
県
健
康
増
進
課 

1
０
４
３（
２
２
３
）２
６
６
２ 

 

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

　
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）で
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体

検
査（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ

の
う
ち
５
ヵ
所
の
セ
ン
タ
ー
で
は
検
査
結
果
が
１
〜
２
時

間
後
に
わ
か
る
「
即
日
検
査
」（
電
話
予
約
制
）
を
始
め

ま
し
た
。
ま
た
「
夜
間
検
査
」（
検
査
結
果
は
約
２
週
間

後
）も
６
ヵ
所
に
拡
充
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
検
査
も
無

料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。 

〈
実
施
場
所
・
実
施
検
査
〉 

 

■
習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
「
即
日
検
査
」「
夜
間
検
査
」 

　
1
０
４
７（
４
７
５
）５
１
５
１ 

 

■
市
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
「
夜
間
検
査
」
　
　
　
　
　 

　 

　
1
０
４
７（
３
７
７
）１
１
０
１ 

 

■
松
戸
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
「
夜
間
検
査
」
　
　
　
　
　
　 

　
1
０
４
７（
３
６
１
）２
１
２
１ 

 

■
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
「
即
日
検
査
」「
夜
間
検
査
」
　
　 

　
1
０
４（
７
１
６
７
）１
２
５
５ 

 

■
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
「
即
日
検
査
」「
夜
間
検
査
」
　

　
1
０
４
３（
４
８
３
）１
１
３
５ 

 

■
長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
「
即
日
検
査
」
　
　
　
　
　
　 

　
1
０
４
７
５（
２
２
）５
１
６
７ 

 
■
君
津
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
「
即
日
検
査
」「
夜
間
検
査
」 

　
1
０
４
３
８（
２
２
）３
７
４
３ 

【
問
合
せ
先
】
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、ま
た
は
県
健
康

　
　
　
　
　
増
進
課 

1
０
４
３（
２
２
３
）２
６
９
１ 

 

●
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
に
よ
る
食
中

　
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

　
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
に
よ
る
感
染
症
が
発
生
し
て
い

ま
す
。こ
の
細
菌
は
、牛
な
ど
の
家
畜
の
腸
管
内
に
い
る

こ
と
が
あ
り
、糞
便
が
肉
な
ど
の
食
品
や
水
を
汚
染
し
、

感
染
源
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
、食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

　
○
調
理
前
、食
事
前
に
は
手
を
よ
く
洗
う
。 

　
○
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
は
、中
心
ま
で
十
分
加
熱
す
る
。 

　
○
生
肉
を
扱
っ
た
調
理
器
具
は
洗
浄
後
、熱
湯
な
ど
で

　
　
消
毒
す
る
。 

　
○
若
齢
者
や
お
年
寄
り
な
ど
体
力
が
十
分
で
な
い
人
に
、

　
　
レ
バ
ー
刺
し
な
ど
の
生
肉
を
提
供
す
る
の
を
控
え
る
。 

　
○
焼
肉
を
す
る
場
合
は
、生
肉
を
扱
う
箸
と
食
べ
る
時

　
　
の
箸
を
使
い
分
け
る
。 

　
○
下
痢
や
腹
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
時
は
、早
め
に
医

　
　
療
機
関
を
受
診
す
る
。 

【
問
合
せ
先
】も
よ
り
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）、

　
　
　
　
　
ま
た
は
食
品
衛
生
県
民
ダ
イ
ヤ
ル（
県
衛

　
　
　
　
　
生
指
導
課
内
） 

1
０
４
３（
２
２
１
）６
０
０
０ 

　
本
書
は
、紀
元
前
２
０
０
０
年
頃
の
古
代
ギ
リ
シ

ア
文
明
発
祥
か
ら
、ギ
リ
シ
ア
医
学
を
完
成
さ
せ
た

ガ
レ
ノ
ス（
１
２
９
〜
１
９
９
）時
代
の
中
で
育
っ
た

医
学
・
医
療
を
、医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス（
前
４
６
０
〜

前
３
７
５
）の｢

誓
い｣

を
軸
に
し
た
精
細
な
文
献
的

考
察
を
も
と
に
、現
代
の
医
学
・
医
療
に
精
通
さ
れ

た
著
者
の
お
立
場
か
ら
医
史
学
的
検
証
を
試
み
た

高
著
で
す
。
貴
重
な
カ
ラ
ー
写
真
や
図
版
も
ふ
ん
だ

ん
に
配
し
、美
し
い
エ
ー
ゲ
海
が
育
ん
だ
芸
術
や
文

学
を
も
熱
く
語
る
著
者
の
博
識
と
薀
蓄
の
深
さ
に
、

興
味
尽
き
な
い
充
実
感
を
覚
え
ま
し
た
。 

　
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
「
治
癒
が
神
や
自
然
の
技
で
あ

り
、医
師
は
た
だ
そ
れ
を
懇
切
に
手
助
け
す
る
だ
け
」

と
し
ま
し
た
が
、こ
の
精
神
に
は
、生
命
の
複
雑
性

が
解
明
さ
れ
る

に
従
い
混
迷
の

度
を
増
す
現
代

の「
医
の
倫
理
」

の
原
点
と
な
る

べ
き
意
義
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
著
者
は
、

古
代
ギ
リ
シ
ア

の
神
殿
医
療
に
は
現
代
の
医
療
セ
ン
タ
ー
的
性
格
が

あ
り
、専
門
分
化
し
て
い
た
こ
と
、住
民
の
要
求
が

病
気
回
復
よ
り
も
健
康
保
持
に
向
け
ら
れ
予
防
医

術
が
芽
生
え
た
こ
と
、そ
れ
に
関
わ
っ
て
い
た
の
が

「
健
康
の
女
神
ヒ
ゲ
イ
ア
」で
あ
っ
た
こ
と
を
解
き
明

か
し
な
が
ら
、医
学
・
医
療
の
未
来
に
対
す
る
原
点

回
帰
を
訴
え
か
け
て
き
ま
す
。 

　
ガ
レ
ノ
ス
の
医
学
は
や
が
て
、ア
ラ
ビ
ア
に
お
い

て
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
に
よ
っ
て
ユ
ナ
ニ
医
学
と
し
て
体
系

化（
１１
世
紀
）さ
れ
、こ
れ
に
は
イ
ン
ド
や
中
国
の
医

学
が
影
響
を
与
え
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、ま
さ
に

わ
が
意
を
得
た
り
で
、今
後
の
研
究
に
値
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
本
書
は
、自
家
版
の
た
め
書
店
で
扱
っ
て
い
な
い

の
が
残
念
で
す
。 

【
評
】鈴
木
　
弘
祐（
県
医
師
会
副
会
長
） 

千
葉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ 

①水森亜土さんの表紙絵（第15号）を文字盤にした 
  「ミレニアム」オリジナル目覚まし時計を5名様に 
②愛・地球博チャリティコンサート開催記念アルバム 
  「川よ甦れ」ＣＤを5名様に　　　　　右ページをご覧ください。 

１２ページに綴じ込みの「はがき」のアンケートにお答えください。応募者多数の
場合は、抽選となります。なお、目覚まし時計は高さ約１０センチ、乾電池(単３形)
１本使用です。 

（応募締切りは平成１７年８月１５日・当日消印有効） 

本誌は年間４回の発行です。定期購読を希望される方は、送料のみご負担ください。送料は年間５６０円で、郵便
切手（１４０円×４枚）を同封のうえ県医師会広報課へお申込みください。（住所は左記） 

「ミレニアム」定期購読ご希望の方へ 

医
師
会
会
員
の
著
書 
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